
進藤委員からの提供資料 

龍野の「畳提」（たたみてい）について 

 

１．はじめに 

あかとんぼ舞う、童謡の里「龍野」には、揖

保川という一級河川がまちの中心を流れてい

る。その昔、渦川・暴れ川といわれていた揖保

川から、まちを守る堤防である。しかし、通常

の堤防とは違い、橋の欄干みたいに格子状とな

った、不思議ないわゆる特殊堤である。 

 

２．その概要 

全長は約3,144ｍ。戦後まもなくの昭和22年

から 10 年の歳月をかけて築かれた。正式には

パラペット窓抜き工法というそうだ。この格子

状になった柱をよく見ると、溝がほってあり、

ここに畳（本間畳サイズ）がすっぽり入るとい

う寸法だ。 

 

３．畳堤ができた経緯 

山紫水明の揖保川の水の流れ、自然の風景が

見られる堤防にしたいという、いまも昔も変わ

らぬ流域市民の切なる願い。 

今から半世紀以上も前のこと、当初計画のコ

ンクリート壁面状の特殊堤から、揖保川とふる

さとを愛する流域市民の英知と情熱の結果が、

現在の姿となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《畳堤 出典：揖保川流域委員会ホームページ 現地視察

の概要 ⑨龍野橋付近（龍野市）より》 

 

その結果、通常時は川の景色も外から容易に

見ることができるし、また人が川に近づきやす

く・親しみやすくなっている。しかし、いざ増

水時には、周辺住民が緊急出動し、ここに畳を

差し込んで濁流の氾濫を食い止め、洪水からま

ちを守るというわけだ。 

 

４．使用する畳は… 

合計で、使用する畳が1,277枚必要とされる。 

そのうち800枚ほどは、赤とんぼ文化ホール

内、河川情報ステーションの水防倉庫に保管さ

れているが、あと足らずの480枚ほどは、今で

も実際の民家から流域地域住民の皆さんが、い

ざというとき畳を剥がして搬出し、使用すると

いうことだ。 

 

５．今まで実際に使用されたことは… 

一昨年の2001年６月24日に、多くの報道陣

などの見守るなか、半世紀以上前の設置以来初

の、水防団（龍野市消防団）による実施訓練が

なされたほかは、今まで幸いなことに、実戦的

に使用されたことはないとのことである。 
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畳堤に畳を入れた状況 龍野市消防団ホームペー

 こんな堤防があったんだ！その名を『畳堤』より》 

畳堤は、龍野の誇るべき「参画と協働」の

史遺産 

もすれば、もはや周囲の情景に溶け込み、

こそ、何の変哲もない物のように思われが

。しかし、これはまさに、治水と環境（景

生活なども含む）の共生、治水流域住民参

いう、公民パートナーシップ・参画と協働

（隠れた）誇るべき地域歴史遺産（シンボ

、ないしは特徴的な文化資源といっても過

はあるまい。 

むすび 

1世紀のいまこそ、このすばらしき先達の高

識と心豊かな気概を、（歴史の中から）学

きときではなかろうか… 

〔記：揖保川流域委 委員 進藤淳三〕 

な参考資料・参考文献》 

紙『揖保川の「畳提」情報一覧』参照 








